
No.402
6

2020（令和2）年

中村寿宏　三愛病院院長
SOCIAL MEDICAL CORPORATION JINSEIKAI　社会医療法人仁生会細木病院グループ情報誌

1

　

こ
れ
は
昔
か
ら
あ
る
と
て
も
有
名
な
言
葉

で
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
や
寿
命
を
左
右
す
る

の
は
、
高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
が
ん
よ

り
も
動
脈
硬
化
に
よ
る
血
管
病
（
心
臓
や
脳

血
管
の
病
気
：
循
環
器
疾
患
）
な
の
で
す
。

　

全
身
に
栄
養
を
送
る
血
液
は
、
心
臓
か
ら

出
て
全
身
を
巡
り
血
管
を
通
っ
て
ま
た
心
臓

に
返
っ
て
き
ま
す
。
血
液
を
送
り
出
す
心
臓

も
ま
た
、
血
管
を
巡
っ
て
血
液
が
流
れ
て
初

め
て
動
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
一
連
の

血
液
が
流
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
指
し
て
循
環
器

と
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、循
環
器
疾
患
と
は
、

心
臓
と
血
管
の
病
気
と
も
言
い
換
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

高
知
県
で
も
特
に
、
循
環
器
疾
患
は
、
入

院
患
者
さ
ん
の
多
さ
と
高
い
再
発
率
か
ら
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
血
管
が
老
い

な
い
よ
う
健
や
か
な
老
後
を
迎
え
る
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

令
和
2
年
6
月
8
日
、
細
木
病
院
で
は
、

『
心
臓
（
と
血
管
）
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
』
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、心
臓
病
治
療
専
門
施
設『
ほ

そ
ぎ
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』
を
新
築
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
血
管
が
老
い
て
い
な
い
か
調
べ

た
り
、老
い
て
し
ま
っ
た
血
管
を
治
し
た
り
、

こ
れ
以
上
、
血
管
が
老
い
な
い
よ
う
な
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
経
胸
壁
心
エ

コ
ー
（
身
体
の
表
面
か
ら
見
る
心
エ
コ
ー
）

や
経
食
道
心
エ
コ
ー
（
飲
み
こ
ん
で
中
か
ら

見
る
心
エ
コ
ー
）、
心
肺
運
動
負
荷
検
査
、

カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
細
い
管
を
使
用
し
た
冠

動
脈
や
末
梢
血
管
の
低
侵
襲
治
療
、さ
ら
に
、

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
の
最

適
な
予
防
医
療
に
よ
り
、
地
域
の
患
者
さ
ん

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
改
善
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

私
、
細
木
信
吾
（
平
成
7
年
卒
：
Ｃ
Ｖ
Ｉ

Ｔ
（
日
本
心
血
管
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治

療
学
会
）
専
門
医
、
冠
動
脈
疾
患
担
当
）、

山
本
哲
史
（
平
成
7
年
卒
：
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
専
門

医
、
不
整
脈
・
冠
動
脈
疾
患
担
当
）、
西
本

美
香
（
平
成
5
年
卒
：
心
リ
ハ
指
導
士
、
心

リ
ハ
担
当
）、
宮
地
剛
（
平
成
14
年
卒
：
Ｃ

Ｖ
Ｉ
Ｔ
認
定
医
、
冠
動
脈
疾
患
・
心
臓
Ｃ
Ｔ

担
当
）、
古
川
敦
子
（
平
成
16
年
卒
：
超
音

波
専
門
医
、
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
認
定
医
、
心
エ
コ
ー

担
当
）
の
5
名
の
循
環
器
専
門
医
に
、
専
属

の
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
臨
床
工
学
技
士

を
加
え
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、
皆
さ
ん

の
循
環
器
疾
患
の
早
期
発
見
、
治
療
、
予
防

に
あ
た
り
ま
す
。

　

細
木
病
院
は
、
75
年
近
く
に
わ
た
り
、
地

域
に
根
ざ
し
た
医
療
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。『
ほ
そ
ぎ
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』
も
、

常
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
、
地

域
の
皆
さ
ん
を
一
番
に
考
え
る
施
設
で
あ
り

続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
、
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

『ほそぎハートセンター』
　オープン!! 副院長・ハートセンター長　細木信吾

細
木
病
院

細木病院グループでは、現在、看護助手と介護職等を募集しています。
詳しくは、ホームページをご覧ください。

仁生会（採用情報）のホームページ
https://www.jinseikai.kochi.jp/saiyo.html

コ
ン
セ
プ
ト
は
、

　
　『心
臓
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
』

専
任
の
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
（
循
環
器
専
門
医
、

看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
臨
床
工
学
技
士
）

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

『
人
は
血
管
と
と
も
に
老
い
る
』

5名の専任の医師（日本循環器学会循環器専門医）が
診療にあたります。（写真左から、山本哲史 循環器内
科部長、古川敦子 循環器内科長、細木信吾 細木病院
副院長・ハートセンター長、宮地剛 循環器内科長、西
本美香 心臓リハビリテーション科部長）



2

じんせい 令和２年6月号

　

新
し
い
心
エ
コ
ー
に
、
心

臓
の
中
を
3
次
元
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
最
上
位
機
種
を

導
入
。
経
食
道
心
エ
コ
ー
が

可
能
と
な
り
、
従
来
の
心
エ

コ
ー
で
は
十
分
に
見
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
弁
や
心
臓

の
内
部
の
詳
細
な
観
察
が
で

き
ま
す
。
Ｃ
Ｐ
Ｘ
（
心
肺
運

動
負
荷
検
査
）
と
は
、
呼
吸

を
調
べ
る
マ
ス
ク
を
付
け
て

エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
（
止
ま
っ

た
自
転
車
）
で
運
動
を
し
て

も
ら
い
、
有
酸
素
運
動
と
な

る
運
動
の
程
度
を
調
べ
る
検

査
で
す
。
Ｃ
Ｐ
Ｘ
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
で
重
要
と
な

る
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
安

全
で
最
適
な
運
動
処
方
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
心
リ
ハ
）
で
は
、
患
者

さ
ん
の
安
全
性
を
最
優
先
し

た
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
ま
し

た
。
準
備
運
動
中
や
エ
ル
ゴ

メ
ー
タ
ー
運
動
中
も
心
電
図

波
形
等
を
観
察
・
記
録
し
、

常
に
心
リ
ハ
中
の
異
常
を
検

出
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
リ
ハ
ビ
リ
先
進
国
ノ
ル

ウ
ェ
ー
で
開
発
さ
れ
た
レ
ッ

ド
コ
ー
ド
と
い
う
ス
リ
ン
グ

ツ
ー
ル
は
、
天
井
か
ら
つ
る

さ
れ
た
2
本
の
赤
い
ロ
ー
プ

を
用
い
て
身
体
の
柔
軟
性
や

機
能
性
を
向
上
さ
せ
つ
つ
、

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を

も
た
ら
し
ま
す
。『
無
負
荷
』

か
ら
『
高
負
荷
』
ま
で
最
適

な
負
荷
を
調
節
で
き
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
楽

し
み
な
が
ら

長
く
心
臓
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に

通
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
施
し

て
い
ま
す
。

　

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
室
（
心

カ
テ
室
）
で
の
検
査
・
治
療

は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は

非
日
常
的
な
出
来
事
で
、
不

安
を
持
つ
も
の
で
す
。『
ほ

そ
ぎ
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』
で

は
、
患
者
さ
ん
が
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
心
カ
テ
室
を
目
指

し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
ま

し
た
。
太
陽
光
を
ふ
ん
だ
ん

に
取
り
入
れ
た
明
る
い
廊

下
、
白
と
木
目
を
基
調
と
し

た
清
潔
感
の
あ
る
部
屋
で
、

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
の

あ
る
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、

検
査
・
治
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
患
者
さ

ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
、
操
作
室
と
心
カ
テ
室
の

間
の
窓
に
は
電
気
遮
光
ガ
ラ

ス
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
最

新
の
血
管
撮
影
装
置
を
使
っ

て
、
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
と
い
う
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
学
会
の
専
門
医

と
認
定
医
が
検
査
と
治
療
を

担
当
し
ま
す
。
何
よ
り
、
私

た
ち
の
笑
顔
と
声
か
け
が
、

患
者
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
を
少

な
く
す
る
の
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ（
I
n
f
o
r
m
e
d 

C
o
n
s
e
n
t
）
と
は
、

『
説
明
と
同
意
』
と
訳
さ
れ

ま
す
。
私
た
ち
は
、
適
切
な

説
明
を
行
っ
て
、
医
療
を
受

け
る
方
々
の
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

心
カ
テ
室
で
の
検
査
・
治
療

が
終
了
後
、
そ
の
ま
ま
患
者

さ
ん
と
お
待
ち
い
た
だ
い
た

ご
家
族
は
Ｉ
Ｃ
ル
ー
ム
へ
入

り
ま
す
。Ｉ
Ｃ
ル
ー
ム
で
は
、

心
臓
血
管
模
型
を
使
い
な
が

ら
、結
果
（
血
管
撮
影
動
画
）

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

治
療
方
針
を
一
緒
に
考
え
ま

す
。

（1階）心エコー

（1階）心臓リハビリテーション

（1階）CPX

（2階）心臓カテーテル室1

心
エ
コ
ー
・

　
　 

Ｃ
Ｐ
Ｘ

〔1階〕

心
臓
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

〔1階〕

心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
室（
2
室
）

〔2階〕

Ｉ
Ｃ
ル
ー
ム

〔2階〕

『ほそぎハートセンター』のスタッフ
（写真左から、理学療法士2名、看護師・准看護師6名、臨床工学技士2名）

仁生会のホームページ
https://www.jinseikai.kochi.jp/

細木病院のホームページ
https://hosogi-hospital.jp/

三愛病院のホームページ
http://www.sanai-hospital.jp/top/
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型コロナウイルス
の蔓延で、4月に

国から行動の自粛要請
が出た。仕事で病院に出
かける以外は、ほとん
ど外出しないでいたが、
5月のゴールデンウイー
クは何もすることがな

いので、何十年間も書斎にたまり続けた古い
本で、興味のないものを処分することを連休
中の仕事にしてみた。すっかり忘れていた面
白そうな本を見つけると、整理が中止となっ
て、なかなか進まない。多々の中で、昭和
31年書き下ろしの、ほこりをかぶった司馬
遼太郎の随筆集「風塵抄」を見つけて読んで
みた。上手な文章だし、読む人を感激させる
文章力と共に、その博学にも驚いた。
　もう1冊、新聞の広告欄で見つけた、新刊
「ツバメの秘密」を買って読んだ。昔は、空
中の虫を捕食するために、たくさん身近に飛
び回っていたツバメは、あちこちの家の軒下
の巣も、いくらでも目にすることが多かった

が、今は、なぜだかほとんど見かけない。ツ
バメは、毎年、暖かくなると南の国からの日
本にやって来る渡り鳥で、空中の虫を獲って
いることしか知識がなかった。そして、毎年、
同じ軒下の巣に戻って来て子育てをして、秋
になると南の国へ渡って行くと思っていた。
ところが、ツバメの寿命は平均1.6年しかな
いらしく、生まれた子どもは、渡りの最中に
事故に遭って、わずか数％しか戻って来ない
らしい。いつも同じ巣へ、何年間も戻って来
ては、子育てしているとばかり考えていたが、
実際は違うツバメが戻って来ていたのだ。巣
の中の子どもも、夫婦の卵からかえった子ど
もだけではないらしい。雌が、他の雄と浮気
をしてできた子どももいるらしい。欧州のツ
バメには浮気が多くて、アジアや米国では少
ないらしい。国によっては、あの可愛らしい
ツバメを年間10万羽も食用にしているとこ
ろもあるらしい。
　今まで、知っているとばかり思っていた、
私の中のツバメに対する常識が覆ってしまっ
た、コロナ対策の自粛の中の連休だった。

時 事
エッセー 新

連
休
は
読
書
三
昧

連
休
は
読
書
三
昧

　

こ
の
た
び
、
心
臓
病
治
療

専
門
施
設
『
ほ
そ
ぎ
ハ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
』
を
新
設
い
た
し

ま
し
た
。

　

昨
年
末
よ
り
の
新
築
工
事

が
、
5
月
30
日
に
無
事
竣
工

し
、
施
設
内
の
医
療
機
器
、

設
備
の
最
終
調
整
を
へ
て
、

い
よ
い
よ
6
月
8
日
か
ら
診

療
を
開
始
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
大
々

的
な
開
所
式
は
控
え
、
簡
易

な
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
設
当
日
の
朝
に
行

い
ま
し
た
。

ほそぎハートセンター
6月8日

オープンセレモニー

ほそぎハートセンター
6月8日

オープンセレモニー

細木病院グループは、国の次世代育成支援一般事業主認定と
高知県次世代育成支援企業の認証を受けています。

『ほそぎハートセンター』オープン！
https://www.jinseikai.kochi.jp/posts/news24.html
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5
月
18
日
、
細
木
病
院
で

は
、高
知
市
内
の
和
食
店「
居

食
倶
楽
部
・
旬
家
（
じ
ゅ
ん

や
）」「
飲
み
喰
い
処
・
せ
い

わ
」「
酒
肴
・
か
も
ん
亭
」「
唐

人
町
・
月
」
の
皆
様
か
ら
豪

華
な
お
弁
当
1
0
0
食
の
差

し
入
れ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

旬
家
の
中
野
順
子
代
表
か

ら
は
、「
細
木
病
院
は
、
有

熱
者
外
来
を
設
置
し
、
コ
ロ

ナ
対
応
を
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
る
と
聞
い
て
お
り
、

周
り
の
評
判
も
い
い
。

私
た
ち
飲
食
店
も
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
、
板
前

さ
ん
は
休
業
で
腕
が
振

る
え
ず
、
仕
入
れ
業

者
さ
ん
か
ら
の
仕
入

れ
も
で
き
ず
、
大
変
な

状
況
で
す
が
、
仲
間
と

医
療
機
関
を
何
と
か
応

援
で
き
な
い
か
と
相
談

し
、
4
店
で
力
を
合
わ

せ
て
お
弁
当
1
0
0
食
を

作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
、
有
熱
者
外
来
の
診
療
や

受
付
、
清
掃
等
の
現
場
に
携

わ
っ
て
い
る
皆
様
に
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

の
あ
り
が
た
い
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
、「
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
本
部
」
お
よ
び
「
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
チ
ー
ム
」
を

立
ち
上
げ
、
外
来
受
診
方
法

の
見
直
し
や
面
会
者
受
付
の

設
置
、
個
人
防
護
具
の
内
製

等
、
病
院
を
あ
げ
て
コ
ロ
ナ

対
応
を
推
進
し
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

　

お
弁
当
は
、
差
し
入
れ
の

趣
旨
に
沿
っ
て
職
員
に
配
布

し
、
豪
華
な
中
身
に
感
動
し

つ
つ
、
ま
た
、
私
た
ち
以
上

に
厳
し
い
状
況
の
中
で
応
援

い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
感
謝

を
胸
に
、
大
変
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
一
刻
も
早
く
収
束
し
、

4
つ
の
お
店
に
お
伺
い
し
、

直
接
、
お
礼
を
言
え
る
日
が

一
日
も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
祈
念
し
て
い
ま
す
。

（
事
務
部
長　

宮
地
耕
一
郎
）

細木病院

医
療
従
事
者
支
援
の
お
弁
当（
1
0
0
食
）の

差
し
入
れ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
!!

　

細
木
病
院
は
、
本
年
4
月

か
ら
、
日
本
緩
和
医
療
学
会

の
専
門
医
制
度
に
基
づ
い
た

認
定
研
修
施
設
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

緩
和
医
療
学
は
比
較
的
新

し
い
学
問
で
、
以
前
は
医
療

者
に
も
あ
ま
り
十
分
に
理
解

さ
れ
て
お
ら
ず
、
重
要
度
の

低
い
分
野
と
い
う
認
識
が
一

般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
平

成
18
年
に
発
足
し
た
第
一
次

安
倍
内
閣
で
「
が
ん
対
策
基

本
法
」が
制
定
さ
れ
て
以
来
、

急
激
に
脚
光
を
浴
び
、
一
躍

医
療
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム

に
近
い
と
こ
ろ
に
ま
で
押
し

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
「
終
末
期
医
療
は
敗
北

の
医
療
」
と
い
っ
た
偏
見
か

ら
は
解
き
放
た
れ
、
緩
和
医

療
の
重
要
性
を
ほ
と
ん
ど
の

医
療
者
が
認
識
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
、

緩
和
医
療
を
提
供
す
る
際
に

も
他
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
同

様
に
、
経
験
則
に
よ
ら
な
い

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
医

療
を
提
供
す
る
必
要
性
が
増

し
ま
し
た
。
医
師
に
対
す
る

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

等
を
は
じ
め
と
し
て
、
現
在

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
医

療
者
が
緩
和
医
療
を
学
ぶ
機

会
が
多
く
存
在
し
、
緩
和
医

療
の
基
本
的
な
知
識
や
技
術

は
広
く
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　

緩
和
医
療
学
会
は
、
さ
ら

に
高
度
な
知
識
、
技
術
の
習

得
者
を
育
成
す
る
と
と
も

に
、
緩
和
医
療
学
の
発
展
を

目
指
し
て
研
究
、
開
発
に
寄

与
す
る
人
材
を
育
成
す
る
一

環
と
し
て
専
門
医
制
度
を
運

営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び

当
院
で
も
、
そ
の
資
格
を
得

る
た
め
の
修
練
を
積
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
緩
和
医

療
専
門
医
は
、
日
本
専
門
医

制
度
の
基
本
の
19
項
目
に
は

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
現
在

は
ま
だ
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
ィ
ー
の
項
目
に
も
含
ま
れ

て
い
な
い
た
め
、
国
家
資
格

と
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
当
院
で
は
、
内
科
あ
る
い

は
外
科
の
専
門
医
を
取
得
し

た
後
に
、
緩
和
医
療
専
門
医

取
得
に
進
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

想
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

施
設
認
定
を
機
に
、
高
知
県

の
未
来
の
緩
和
医
療
を
担
う

人
材
が
、
当
院
か
ら
多
数
輩

出
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

（
化
学
療
法
・
緩
和
ケ
ア
科

部
長　

安
藤　

徹
）

細木病院

日
本
緩
和
医
療
学
会
認
定
研
修
施
設
に
認
定

・日本整形外科学会整形外科専門医研修施設
・日本内科学会教育関連病院
・日本外科学会外科専門医制度関連施設
・日本糖尿病学会認定教育施設
・日本呼吸器学会認定施設
・日本消化器病学会関連施設
・日本内分泌学会内分泌代謝科認定教育施設
・日本リハビリテーション医学会研修施設
・日本乳癌学会関連施設
・日本精神神経学会研修施設
・日本高血圧学会専門医認定施設
・日本甲状腺学会認定専門医施設
・日本緩和医療学会認定研修施設

細木病院が認定を受けている
専門医・認定医研修施設

細木病院は、公益財団法人日本医療機能評価機構の
定める認定基準を達成しています。

細木病院在宅部は、高知県南海トラフ地震対策優良取組事業所の
５つ星認定（最高評価）を受けています。
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まっことネット細木 まっことネット細木 ≪7月の予定≫
高知市上町5丁目4-1ピュアリフレビル1階
☎090-7788-1305

月～金（祝日休み）午前9時～午後4時

♠介護相談（相談無料）
　月～金（祝日休み）午前9時～午後4時
♠水曜まっこと健康相談室（相談無料）
　毎週水曜日（祝日休み）午後1時30分～4時
♣まっこと講座「壁飾り作り（手芸）」
　8日（水）、22日（水）午後2時～2時30分
◆子育て広場「つみき」
　7日（火）、21日（火）午前10時～12時
◆いきいき百歳体操
　毎週月と木（祝日休み）午前10時～11時

♥参加費は無料です♥詳しくはホームページでご確認を♥
※新型コロナウイルス感染症の影響で変更になる場合があります。

在宅ネットワーク

通　信

在宅ネットワーク

通　信

細木病院在宅部のブログ
https://ameblo.jp/hosogibyouinzaitakubu/

　

あ
う
ん
高
知
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
に
、
毎
年
5
月

の
第
2
土
曜
に
開
催
し
て
い

た
地
域
交
流
会
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。外
出
も
で
き
ず
、

ご
家
族
と
の
面
会
も
制
限
さ

れ
る
中
、
何
か
気
分
転
換
に

な
る
こ
と
を
と
、
5
月
9
日

に
、
あ
う
ん
高
知
施
設
内
行

事
を
行
い
ま
し
た
。
面
会
が

か
な
わ
な
い
ご
家
族
の
た
め

に
、
お
ひ
と
り
ず
つ
ベ
ス
ト

ス
マ
イ
ル
を
パ
チ
リ
。
散
髪

す
る
機
会
も
な
く
な
っ
て
い

る
た
め
、
普
段
か
ら
比
べ
る

と
長
髪
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
笑
顔
満
開
の
写
真
集
が

で
き
ま
し
た
。ご
家
族
に
は
、

数
枚
ず
つ
写
真
を
お
手
元
に

届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

以
前
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
面
会
時
間
は
ま
だ

ま
だ
取
れ
そ
う
に
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
感
謝
し
つ
つ
、
新

し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ

た
基
準
の
も
と
、
少
し
ず
つ

制
限
の
緩
和
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
あ
う
ん
高
知
副
施
設
長

　

小
松
雅
理
）

会
え
な
い
日
が
続
き
ま
す
が
元
気
に
し
て
い
ま
す 

(^^)v

あうん高知

　

細
木
病
院
在
宅
部
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

と
し
て
、
3
密
を
避
け
、
感

染
防
止
に
気
を
配
り
な
が
ら

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
通
常
で
あ
れ
ば
、

受
け
持
ち
の
高
齢
者
宅
に
お

伺
い
し
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
す
る
業
務
が
あ
る
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
、
電
話
対
応

す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
の
「
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ほ
そ
ぎ
」
の
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、
時
間

を
見
計
ら
っ
て
、
マ
ス
ク
カ

バ
ー
を
手
作
り
し
ま
し
た
。

「
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
渡
し

て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
思
い

を
一
つ
に
、
布
に
印
を
つ
け

て
裁
断
し
た
り
、
ア
イ
ロ
ン

を
か
け
て
、
ミ
シ
ン
で

縫
っ
た
り
、
密
を
避
け

て
分
散
し
た
場
所
で
、

手
分
け
を
し
て
作
業
を

進
め
ま
し
た
。
決
し
て

手
際
が
い
い
と
い
え
る

工
程
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
気
持
ち
の

こ
も
っ
た
マ
ス
ク
カ
バ
ー
が

で
き
上
が
り
ま
し
た
。
マ
ス

ク
カ
バ
ー
を
受
け
取
ら
れ
た

高
齢
者
か
ら
「
白
い
布
マ
ス

ク
は
幅
が
短
い
け
ど
、
こ
れ

な
ら
伸
び
て
使
え
る
ね
」
と

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
慣
れ

な
い
作
業
で
の
肩
こ
り
も
い

つ
の
間
に
か
忘
れ
、
そ
こ
に

は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
密
を
避
け
、
人
と
人
の

距
離
は
空
け
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
が
、
寄
り
添
う
気
持

ち
を
持
ち
続
け
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

マ
ス
ク
を
入
れ
る
ビ
ニ
ー

ル
袋
の
中
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

「
ア
マ
ビ
エ
」
に
続
い
て
話

題
に
な
っ
て
い
る
「
ヨ
ゲ
ン

ノ
ト
リ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、

在
宅
部
事
務
員
の
田
村
幸
大

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
入
れ
ま
し
た
。
今
か
ら

1
6
0
年
ほ
ど
前
の
江
戸

時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
に
、
コ

レ
ラ
が
流
行
し
た
そ
う
で
す

が
、
そ
の
様
子
を
記
し
た
当

時
の
資
料
の
一
つ
に
「
暴
瀉

病
流
行
日
記
（
ぼ
う
し
ゃ

び
ょ
う
り
ゅ
う
こ
う
に
っ

き
）」
と
い
う
古
文
書
が
あ

り
、
白
黒
の
2
つ
の
頭
を
持

つ
不
思
議
な
鳥
が
現
れ
、「
わ

れ
ら
の
姿
を
朝
夕
に
仰
ぎ
、

信
心
す
る
も
の
は
、
必
ず
そ

の
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
」
と
、
コ
レ
ラ

が
流
行
す
る
半
年
よ
り
も
前

に
お
告
げ
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。「
ヨ
ゲ

ン
ノ
ト
リ
」と
い
う
名
前
は
、

現
在
、
こ
の
日
記
を
所
蔵
す

る
山
梨
県
立
博
物
館
が
名
付

け
た
も
の
で
す
。

　

疫
病
退
散
の
思
い
は
、
昔

も
今
も
変
わ
ら
ず
、
私
た
ち

も
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

（
在
宅
部
長　

廣
井
三
紀
）

細木病院

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な 

〜
マ
ス
ク
カ
バ
ー
配
布
〜

プレゼント用の写真
立てを持ってパチリ

志村けんさんを
偲び、ちぎり絵
で変なおじさん

まっこと出前講座
https://hosogi-hospital.jp/image/15438831920.pdf
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皆
さ
ん
の
好
き
な
お
や
つ

は
何
で
す
か
？

　

細
木
病
院
栄
養
管
理
室
で

は
、お
や
つ
が
必
要
な
方
に
、

季
節
感
や
栄
養
面
に
配
慮
し

た
お
や
つ
を
毎
日
提
供
し
て

い
ま
す
。
対
象
者
は
、
デ
イ

ケ
ア
ゆ
う
ゆ
う
の
利
用
者
さ

ん
や
小
児
科
の
入
院
患
者
さ

ん
で
す
。
特
に
ゆ
う
ゆ
う
の

利
用
者
さ
ん
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
年
度
か
ら
、

『
食
べ
る
皆
さ
ん
も
、
作
る

私
た
ち
も
笑
顔
に
な
れ
る
お

や
つ
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

1
つ
で
も
多
く
笑
顔
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
に
、
新
し
く

『
お
や
つ
チ
ー
ム
』
を
結
成

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
毎
月
、
ご
好
評

い
た
だ
い
た
お
や
つ
を
ご
紹

介
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。 

　

今
月
は
「
マ
シ
ュ
マ
ロ

ム
ー
ス
プ
リ
ン
」
で
す
。
レ

シ
ピ
に
は
ご
家
庭
で
電
子
レ

ン
ジ
を
使
う
と
簡
単
に
で
き

る
方
法
も
載
せ
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

想
定
し
た
「
新
し
い
生
活
様

式
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

「
デ
イ
ケ
ア
等
で
過
ご
す
時

間
が
も
っ
と
楽
し
み
に
な
る

よ
う
に
」
と
の
願
い
を
こ
め

て
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

（
栄
養
管
理
室
長

　

橋
本
由
佳
）

細木病院

管
理
栄
養
士
よ
り「
お
た
の
し
み
お
や
つ
♥
」

バナナを使ったケーキ
（永野睦美管理栄養士より） 

　

こ
の
春
先
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

で
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
外
出
の

自
粛
な
ど
が
続
き
、
体
を
動

か
す
機
会
が
減
っ
た
、
と
い

う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

動
く
こ
と
が
少
な
く
な
る

と
体
力
が
落
ち
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
テ
レ
ビ
な
ど
で
、

自
宅
で
で
き
る
簡
単
な
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
が
た
く
さ
ん
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
ど
れ
を
や
っ

て
み
よ
う
か
悩
み
ま
す
が
、

そ
ん
な
時
に
は
ぜ
ひ
！
『
ラ

ジ
オ
体
操
』
を
は
じ
め
て
み

ま
せ
ん
か
？　

音
楽
を
聴
け

ば
自
然
と
体
が
動
く
、
と
い

う
く
ら
い
ラ
ジ
オ
体
操
は
な

じ
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
す
ぐ
に
始
め
る
の
に
お

す
す
め
で
す
。

　

デ
イ
ケ
ア
フ
レ
ン
ズ
で

は
、
第
1
体
操
か
ら
第
2
体

操
ま
で
毎
朝
行
っ
て
い
ま

す
。
実
は
一
つ
一
つ
の
動
き

を
正
し
く
し
っ
か
り
と
動
か

す
こ
と
で
、
と
て
も
良
い
筋

ト
レ
に
な
り
ま
す
。

　
「
こ
の
動
き
は
ど
こ
の
筋

肉
に
効
い
て
い
る
か
」
を
、

フ
レ
ン
ズ
の
作
業
療
法
士
が

一
つ
一
つ
の
動
き
に
つ
い
て

解
説
し
た
り
、「
正
し
い
ラ

ジ
オ
体
操
」
の
動
き
を
体
操

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
師
に
伝
授

し
て
も
ら
っ
た
り
な
ど
、
い

つ
も
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
よ
り

効
果
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｙ　

Ｈ

Ｏ
Ｍ
Ｅ
』
で

自
宅
で
い
る

こ
と
が
多

か
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
家

事
を
す
る
こ
と

が
運
動
に
も
な

り
、例
え
ば「
買

い
物
に
行
っ
た

帰
り
は
、
レ
ジ

袋
を
両
手
で
後
ろ
に
持
っ
て

上
下
運
動
」
を
し
た
り
、
洗

濯
物
を
干
す
時
、「
カ
ゴ
か

ら
服
を
取
る
時
に
膝
を
90
度

に
曲
げ
て
し
ゃ
が
み
、
物
干

し
に
か
け
る
時
は
伸
び
あ
が

る
」
と
い
う
ス
ク
ワ
ッ
ト
の

動
き
で
一
連
の
動
作
を
行
う

と
下
肢
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
家
事
も
進

ん
で
一
石
二
鳥
で
す
。

　

普
段
の
何
気
な
い
行
動
や

な
じ
み
の
あ
る
体
操
も
、
意

識
し
な
が
ら
や
る
だ
け
で
運

動
不
足
も
解
消
さ
れ
る
き
っ

か
け
に
な
る
の
で
『
新
し
い

生
活
様
式
』
の
1
つ
に
取
り

入
れ
て
み
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
認
定
心
理
士　

黒
岩
恵
子
）

ハロー★フレンズハロー★フレンズ
細木病院こころのセンター
精神科デイケア･フレンズ通信
細木病院こころのセンター
精神科デイケア･フレンズ通信

ラジオ体操＆家事をしながら

運動不足を解消！
ラジオ体操＆家事をしながら

運動不足を解消！

買い物をしながらエクサ
サイズ。二の腕と背中の
筋肉に効果的！

筋肉を描いた
Tシャツを使って
分かりやすく解説

作り方
1.牛乳を鍋に入れて中火で温める。
2.牛乳がプツプツし始めたら弱火にして、マシ

ュマロを入れて混ぜる。
3.マシュマロが溶け始めたら、混ぜ続けること

がポイント。
4.半分以上マシュマロが溶けたら、火を止めて

混ぜ続け、余熱で溶かす。（火が強かったり、
混ぜるのをやめてしまうとマシュマロが固ま
ってしまう。）

5.好きな器に入れて冷蔵庫で2時間冷やし、好
みでフルーツをトッピングする。

電子レンジでも作れるよ♪
大きめの耐熱ボウルに牛乳を1/2量とマシュマ
ロを入れて、ラップをし600Wの電子レンジで2
分程加熱して、よく混ぜたら残りの牛乳を追加
してなじませる。

材料（6人分）
マシュマロ	 120g
牛乳	 200g
いちご	 3粒

栄養量（1人分）
エネルギー	 92.4kcal
たんぱく質	 1.6g

（橋本由佳管理栄養士より） 

マシュマロムースプリン

グループホームさくらんぼとサービス付き高齢者向け住宅イチゴいちえは、高知市と津波避難ビルの協定を結んでいます。
（GHさくらんぼ）避難場所：屋上、4階会議室及び職員休憩室、想定収容人数：66人　（イチゴいちえ）避難場所：3階屋上、4階廊下及び談話室、想定収容人数：170人
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
こ
れ
ま
で
続
い
た

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
に
よ

り
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
最

低
限
度
の
活
動
だ
け
に
な
っ

て
い
る
高
齢
者
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん

な
中
、
高
齢
者
の
生
活
機
能

で
心
配
さ
れ
る
の
が
フ
レ
イ

ル
（
虚
弱
）
で
す
。
フ
レ
イ

ル
と
は
、
高
齢
に
な
る
に
つ

れ
て
、
筋
力
や
心
身
の
活
量

が
低
下
し
て
い
く
状
態
を
い

い
ま
す
。
自
宅
に
こ
も
り

が
ち
な
生
活
と
な
り
、
体

力
、
筋
力
が
低
下
し
、
認
知

機
能
も
衰
え
て
し
ま
い
、
さ

ら
に
は
感
染
症
に
も
か
か
り

や
す
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
感
染
症
と

フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

①
手
洗
い
・
う
が
い
、
外

出
時
の
マ
ス
ク
を
忘
れ
ず

に
。

②
よ
く
食
べ
、
疲
れ
た
と
き

は
し
っ
か
り
休
息
す
る
。

③
自
宅
で
で
き
る
運
動
を
す

る
。

④
口
を
清
潔
に
保
ち
、
口
の

運
動
を
す
る
。

⑤
よ
く
笑
い
、
よ
く
話
す
。

　

私
た
ち
、
日
高
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

も
、
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る

こ
と
が
感
染
症
対
策
に
も
つ

な
が
る
重
要
な
鍵
に
な
る
と

考
え
、
担
当
す
る
利
用
者
さ

ん
に
対
し
て
、
フ
レ
イ
ル
予

防
活
動
を
積
極
的
に
推
奨
し

て
い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
予
防

で
抵
抗
力
を
下
げ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

（
日
高
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

 

主
任
介
護
支
援
専
門
員

　

山
中
由
美
子
）

　

4
月
27
日
、
日
高
ク
リ

ニ
ッ
ク
と
併
設
の
老
人
デ
イ

ケ
ア
・
シ
ル
バ
ー
コ
ス
モ
ス

合
同
で
消
防
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
意
識

し
て
、
大
人
数
で

行
う
消
防
訓
練
は

避
け
、
避
難
器
具

や
消
防
設
備
、
医

療
備
蓄
品
等
の
確

認
、
通
信
機
器
や

発
電
機
の
動
作
な
ど
、
災
害

に
対
す
る
備
え
を
再
確
認
す

る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

（
事
務
長　

尾
原　

団
）

　

低
所
得
者
や
高
齢
者
、
障

害
者
の
生
活
を
経
済
的
に
支

え
、
そ
の
在
宅
福
祉
お
よ
び

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
生
活
福
祉

資
金
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入

が
減
少
し
、
生
活
維
持
が
大

変
な
世
帯
に
対
し
て
、
新
た

に「
緊
急
小
口
資
金
」と「
総

合
支
援
資
金
」
の
生
活
福
祉

資
金
特
例
貸
付
制
度
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
緊
急
小
口
資
金
」
は
、

緊
急
か
つ
一
時
的
に
生
計
維

持
が
困
難
と
な
っ
た
世
帯
に

対
し
て
、
原
則
1
回
限
り

10
万
円
以
内
。「
総
合
支
援

資
金
」
は
、
収
入
の
減
少
や

失
業
等
に
よ
り
日
常
生
活
の

維
持
が
困
難
と
な
っ
た
世
帯

に
対
し
て
、
3
か
月
以
内
で

上
限
15
万
～
20
万
円
以
内
で

す
。
ど
ち
ら
も
利
用
で
き
る

条
件
等
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
住
ま
い
の
市
町

村
の
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た

は
細
木
病
院
患
者
サ
ポ
ー
ト

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
患
者
サ
ポ
ー
ト
室

　

永
田
恭
子
）

ご存じですか！？ ソーシャルワーカー
からのミニ情報
ソーシャルワーカー
からのミニ情報

新型コロナウイルス
感染症に関する
特例貸付について

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
を
推
奨
し
て
い
ま
す

コスモス
通  　信

日高クリニック
〒781-2153 高岡郡日高村本郷滝ノ前7

☎0889-24 -7785㈹
 院長 松本 和博 （日本小児科学会小児科専門医）

小児科・内科診療科

曜

午前

午後

整形外科

月

松 本

松 本

火

松 本

松 本

木

松 本

松 本

金

松 本

松 本

土
北 岡
（隔週）

─

土

松 本

松 本

水

休診

休診

日高クリニックのホームページ
https://hidakaclinic.jinseikai.kochi.jp/

細木病院グループの介護事業所は、高知県から、介護職員の育成や定着、利用者満足度の
向上に向けて積極的に取り組んでいる介護事業所として認証を受けています。
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